25/09/29
「三つよりの綱を強くする」　（MWB20250930宝）

	（三つよりの綱を強くする３つの方法について考慮する）


結婚当初自分たちは神が介入してくださる三つよりの綱のような強力な夫婦関係を持っていると思っていたのに、①（１画像願）気づいたら次のような関係になっていたら残念。二つよりの綱の様に弱い
②（２画像願）でもこれから学ぶ事を適用するなら強力な絆を持つ幸福な家族に回復可（画像感謝）
では、三つよりの綱を一層強力なものにできる3つの方法についてご一緒に考慮してみましょう

	方法１．時間を取って有意義な会話をする。（スマホ/SNS使用上の問題について考慮）


[bookmark: citationsource1_11]LineなどのSNSは宣教などにも利用できる便利なコミュニケーション・ツールとはいえ、①夫婦が傍にいるのにLineでしかコミュニケーションが取れなくなると、夫婦の絆が損なわれる心配が出てくる。
例えば、夫が「今後宣教活動を拡大する大切な話をしたい」と妻に言うと、妻が「じゃあ内容を正確に詳しくLineで送ってくれますか？読んで感想を返信します。」と言い、それに対して夫が「ではLineのやり取りで今後の活動を決めることにしよう」と、実はこれもLineを使って返事をする。
こんなやり取りで良い決定が出来る訳はなく万一決定できても、この夫婦は本当に活動を拡大可と心配
さらに起こりえる別の弊害として②夫はスマホの操作などをしながらでも、ちゃんと会話しているようなふりができる。実際に妻の言葉をほとんど聞いていないかも。それで次の原則を適用する必要ある
（伝 3:1）夫婦はスマホ操作などを中止して、時間を取って有意義な会話を心がけなければならない

	[bookmark: _Hlk127649350]方法２．いろいろなことを夫婦で一緒に行う。


二人で一緒に同じ活動に携わるとどんな良いことがあるか？（伝 4:9）プリスカとアクラのように宣教や仲間を援助したり仕事をする点でも、支え合いながら上手にできるだけでなく、絆も愛も深まってゆく
でも二人で同じ活動ができていても、時に意見や感情がぶつかって小言ばかり言い合ってしまうことも。こうした場合、まず二人で楽しめる一緒にできることを探して試してみて、ぶつかり合わない時間を増やしていくなら、少しずつ一緒の活動を楽しみ、絆や愛を強めていける。

	方法３．夫も妻もエホバとの絆を強める。


（伝 4:12）冒頭の２つ目の画像の仲の良い夫婦のように、家族の崇拝を充実させることができるが、夫婦の双方が聖書通読、個人研究、祈りなどの習慣を確立して、エホバとの絆を強める必要がある。
でも聖書通読なんて何時でもできると思っていても、いつでも実際にはずっとできないことも。
良い食習慣の確立が健康に多大の影響を及ぼすように、真剣に考慮しなければならない
夫婦双方がエホバとの絆を大事にしているなら，①エホバからのアドバイスを喜んで当てはめようとするので、愛を弱めるような問題を避けたり乗り越えたりでき、②エホバに見習って親切や辛抱を示し、快く許すことができるようになる。三つよりの綱を強化するには双方がエホバとの絆を強める必要有

	考えてみよう：離れて過ごす時間が長くなると、結婚生活にどんな影響があるだろうか。別々に休暇を取ったり仕事で長期間離れ離れになったりすると、どうだろうか。
また、同居できていたとしても同様の悪い影響を受ける状況があるか？


時々こうした質問について、Lineを使わず良く話し合って分析し、逆に家族で良い行動計画を立てて実行していくなら、エホバがその温かい家族関係から、喜びや力が得られるように必ず助けてくださる
引き続き①有意義な会話をし、②夫婦で一緒に行い、③夫々エホバとの絆を強め、三つよりの綱を強化

